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令和8年第2回（3月）定例会

令和8年第2回定例会が3月6日から13日まで開催され、村から上程された25議案を審議し、

全会一致で可決されました。

令和8年度一般会計当初予算

27億6,700万円
対前年比 110.9％ 2億7,300万円増

〇地方交付税 地方自治体の財政格差をな

くすため、国から村に交付

されるお金

〇国庫支出金 事業を行うため、国や県か

県支出金 ら交付される補助金

〇繰入金 貯蓄している基金等から一

般会計に繰り入れるお金

〇村 債 村が国や銀行等から借り入

れる借金

歳入

〇総務費 村の義務的経費等（人件費等）

〇民生費 社会福祉等に充てられる経費

〇土木費 道路改良、維持工事、住宅に充

てられる経費

〇公債費 村の借入金の返済に充てられる

経費

〇災害復 災害復旧に充てられる経費

復旧費

〇教育費 教育に充てられる経費

〇農林水 農林水産業に充てられる経費

産業費

〇衛生費 村民の病気や予防、ウイルス感

染症対策等に充てられる経費

〇消防費 消防活動の経費

〇商工費 商工活動に充てられる経費

〇議会費 議会の経費

歳出

＊予算の詳細については、広報うぶやま５月号及び併せて配布

される令和８年度産山村当初予算説明書をご覧ください。



令和８年度各特別会計予算

会 計 名 令和8年度 令和7年度 増減額 増減率

国民健康保険特別会計 1億9,400万円 2億1,090万円 1,690万円 減 98.6％

後期高齢者医療特別会計 4,160万円 3,900万円 260万円 増 120.7％

診療所特別会計 5,850万円 5,950万円 100万円 減 98.3％

介護保険特別会計 2億7,540万円 2億7,460万円 80万円 増 100.3％

令和７年度各会計補正予算

会 計 名 増 減 総 額 主な内訳

一般会計 1億9,775万円 減 29億2,024万円 各種事業確定に伴う増減

国民健康保険特別会計 341万円 減 2億2,268万円 各種事業確定に伴う増減

後期高齢者医療特別会計 205万円 減 3,782万円 各種事業確定に伴う増減

簡易水道事業特別会計 610万円 減 3,902万円 各種事業確定に伴う増減

診療所特別会計 120万円 減 6,057万円 各種事業確定に伴う増減

介護保険特別会計 286万円 減 2億9,755万円 各種事業確定に伴う増減

その他の議案

〇承認第1号 産山村過疎地域持続的発展計画の策定

要旨 令和8年から令和12年までの5年間の過疎地域持続定期発展計画を策定することにより過疎債の借入

を行えるようにするもの。

〇議案第2号 産山村長期継続契約を締結することができる契約を定める条例制定

要旨 同条例を制定し、債務負担行為を上程しなくても長期契約が可能となり事務の効率化を図るもの。

〇議案第3号 産山村災害見舞金支給条例の一部を改正する条例

要旨 現在の条例に原野火入れに伴う負傷等を追加し、最大20万円を支給するもの。

〇議案第4号 産山村防犯カメラの設置及び運用に関する条例の一部を改正する条例

要旨 住民等生活の安全確保を目的に令和7年度に設置した防犯カメラ4か所を条例に記載するもの。

〇議案第5号 産山村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

〇議案第6号 産山村一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例

要旨 国の人事院勧告に伴い、令和8年4月より給与等について改正を行うもの。

〇議案第7号 産山村有原野の貸付

要旨 片俣区村有原野（高野原）について現在の借主から返却があり、新たな借主と契約するもの。

〇議案第8号 産山村高齢者活動支援センターの管理を行う指定管理者の指定（産山社会福祉協議会）

〇議案第9号 産山村屋内式多目的施設の管理を行う指定管理の指定（産山社会福祉協議会）

〇議案第10号 産山村野菜集出荷施設の管理を行う指定管理者の指定（阿蘇農業協同組合）

〇議案第11号 産山村堆肥製造施設の管理を行う指定管理者の指定（UBUYAMA PLACE）

〇議案第12号 産山村アグリセンターの管理を行う指定管理者の指定（阿蘇農業協同組合）

要旨 議案第8号から第12号までは、令和8年3月31日で期間が満了となる施設について令和13年3月31日

までの5年間指定管理を延長するもの。

〇議案第13号 熊本広域行政不服審査会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び熊本広域行政不服

審査会共同設置規約の変更

要旨 熊本広域行政不服審査会に今回、宇土市を追加するもの。
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令和８年度公営企業会計予算

会 計 名 予 算

簡易水道

事業会計

事業収益 8,714万円

事業費用 9,264万円

資本的収入 570万円

資本的支出 1,063万円

□事業収益 ：料金収入や他会計からの補助金など

□事業費用 ：人件費や物件費、減価償却費、借り入れた企業債（借金）の

利息など

□資本的収入：事業行うために借り入れる企業債（借金）など

□資本的支出：建設改良費や企業債の返還元金など

※令和8年度から簡易水道事業は公営企業会計へ移行しました。



３月定例会（令和８年度主要事業）

3,234万円

本年度10月から公共ライドシェアの運行に向けて乗合バス

の地域公共交通の確立を図るため、運行体制の整備をする

もの。（財源：国2,319万円、村915万円）

うぶやま乗合バス事業
980万円

指定管理施設の老朽化により補修及び改修を行うもの。

御湯船温泉館エコキュート修繕等（財源：村単独100％）

牧場交流館避雷器接地抵抗軽減工事
2,000万円

道路新設改良事業
2億3,050万円
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大利団地住宅建築工事
2,800万円

①道路改良事業（山鹿・大利線）

②舗装事業（竹の畑・板木線、御湯船・小迫線、杖木

原・小柏線）

③防災事業（大利・境の谷線）

④橋梁の架け替え及び補修事業（下家壁橋、第一古牧

橋、新牧橋、笹池橋、橋梁点検事業）

（財源は、事業により異なります。）

産山学園体育館空調設備設置工事
1億1,000万円

産山学園体育館での熱中症対策対策として、空調設備

を整備し、体育の授業や部活動の事故を防止するもの

です。（財源：国33.9％、地方債52.7％、ふるさと寄

付金13.3％、村0.1％）

牧場交流館は、毎年のように落雷被害が発生しています。

調査の結果、現行の避雷針設備では十分に対応できない

ことが判明したため、深層アース工法による整備を行い

ます。（財源：地方債100％）

指定管理施設に係る補修・改修

火災により焼失した大利団地内住宅を建設するもので、

2戸を建設します。

（財源：保険金100％）

落雷により何度も電気設備が

故障した牧場交流館

２棟が建築される大利団地

御湯船温泉の故障したエコキュ

ート施設

空調設備が設置される産山学

園体育館
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３ 月 定 例 会 質 疑 応 答

【
問
】

高
野
原
村
有
原
野
の
貸
付
に
つ
い
て

昨
年
、
行
政
か
ら
植
え
付
け
場
所
と
作
物
を

限
定
し
て
い
た
だ
い
た
経
緯
が
あ
る
が
、
今

年
は
再
び
作
付
け
内
容
が
元
に
戻
っ
て
お
り
、

砂
埃
な
ど
の
環
境
被
害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
作
物
の
順
番
を
変
更
す

る
な
ど
、
適
切
な
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

【
問
】

ふ
る
さ
と
寄
付
金
に
つ
い
て
令
和
７

年
度
は
２
億
８
，
０
０
０
万
円
が
見
込
ま
れ

て
い
る
が
使
用
目
的
の
明
記
が
あ
る
方
の
内

容
を
尋
ね
る
。

【
答
】

当
初
、
本
契
約
を
締
結
し
た
際
の
附

則
に
お
い
て
、
善
良
な
管
理
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と

定
め
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
作

付
け
の
な
い
冬

場
に
砂
埃
な
ど

に
よ
る
環
境
被

害
が
生
じ
な
い

よ
う
、
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
地
帯

を
設
置
し
て
い

た
だ
く
よ
う
要

請
し
ま
す
。

【
問
】

特
別
交
付
税
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

【
問
】

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
つ
い
て
こ
れ

ま
で
旧
規
約
の
も
と
で
本
事
業
を
利
用
し
た
方

は
、
改
正
後
の
補
助
事
業
を
新
た
に
申
請
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
例
え
ば
、
旧
規
約
で
20

万
円
の
助
成
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
、
改
正
後

は
上
限
が
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

残
り
の
80
万
円
分
を
再
度
利
用
す
る
こ
と
は
可

能
か
。

【
答
】

特
別
交
付
税
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

実
施
す
る
際
に
活
用
で
き
る
制
度
で
す
。

例
え
ば
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
人
を
雇
用

し
た
場
合
、
そ
の
人
件
費
が
交
付
税
と
し
て
返

還
さ
れ
ま
す
。
昨
年
は
先
導
的
官
民
連
携
事
業

を
実
施
し
、
事
業
費
の
う
ち
最
大
６
５
０
万
円

ま
で
を
総
務
省
が
負
担
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
組
み
立
て
る

こ
と
で
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

条
例
案
件
及
び
補
正
予
算
か
ら

当
初
予
算
か
ら

【
問
】

大
型
観
光
案
内
板
改
修
工
事
に
つ
い

て
宮
地
駅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
産
山
村
の
案

内
板
は
、
古
い
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
施
設

名
称
な
ど
も
現
状
と
一
致
し
な
い
。
産
山
村

を
観
光
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
内

容
を
確
認
し
、
現
状
に
合
う
よ
う
改
善
す
べ

き
で
は
。

【
問
】

4
箇
所
設
置
さ
れ
た
防
犯
カ
メ
ラ
に

つ
い
て
ネ
ッ
ト
な
ど
に
接
続
し
、
役
場
の
モ

ニ
タ
ー
で
常
時
映
像
を
確
認
す
る
こ
と
は
可

能
か
。

【
答
】

宮
地
駅
の
観
光
案
内
看
板
に
つ
い
て

確
認
し
検
討
す
る
。

【
答
】

常
時
確
認
は
で
き
な
い
。
何
か
あ
っ

た
場
合
、
無
線
ラ
ン
で
端
末
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
映
像
を
確
認
す
る
。

【
答
】

寄
付
の
使
用
目
的
は
道
路
の
維
持
管

理
、
教
育
関
係
、
観
光
、
福
祉
の
順
に
な
っ

て
い
る
。

【
答
】

現
在
の
規
約
で
は
対
応
し
て
い
な
い
。

今
後
検
討
し
た
い
。

防犯カメラが設置されたなでしこ

の里前交差点

今回貸付を行ったファームビレッ

ジ産山前の高野原村有原野

リホーム前

リホーム後



当
初
予
算
か
ら
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【
問
】

移
住
定
住
相
談
窓
口
運
営
業
務
委
託
の

業
務
内
容
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

行
う
の
か
。

ま
た
、
お
試
し
住
宅
が
廃
止
さ
れ
た
現
在
、

移
住
・
定
住
に
関
す
る
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

【
問
】

移
住
定
住
空
き
家
物
件
調
査
委
託
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
委
託
す
る
の
か
。

【
答
】

移
住
定
住
相
談
窓
口
運
営
業
務
委
託
は
、

移
住
の
相
談
が
あ
っ
た
と
き
空
き
家
・
村
・
補

助
事
業
の
案
内
や
細
か
い
相
談
毎
に
つ
い
て
産

山
未
来
ラ
ボ
に
対
応
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

お
試
し
住
宅
は
利
用
者
が
少
な
く
移
住
定
住

に
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
影
響
は
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

【
問
】

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
の
「
う
ぶ

マ
ー
ト
」
へ
の
経
営
支
援
金
は
、
３
年
を
経

過
し
た
た
め
今
回
の
予
算
に
は
計
上
さ
れ
て

な
い
。
し
か
し
、
第
３
セ
ク
タ
ー
と
し
て
指

定
管
理
を
行
う
際
、
経
営
支
援
を
３
年
間
に

限
定
す
る
と
い
う
取
り
決
め
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
令
和
８
年
度
以
降
も
経
営
支

援
金
が
継
続
さ
れ
な
い
場
合
、
赤
字
が
発
生

す
れ
ば
運
営
は
厳
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る

が
。

【
問
】

天
文
台
の
指
導
業
務
委
託
に
つ
い
て
説
明

を
求
め
る

【
問
】

運
動
広
場
管
理
委
託
料
４
８
０
万
は
高
額

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
、
施
設
の
利
用
状
況
を
尋

ね
る
。

【
答
】

令
和
７
年
度
よ
り
予
算
化
し
、
管
理
運
営

に
つ
い
て
は
阿
蘇
火
山
博
物
館
か
ら
の
紹
介
に
よ

り
、
新
た
に
指
導
員
を
配
置
し
、
週
2
回
（
月
８

回
程
度
）
開
館
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
任
指
導
員
の
育
成
の
た
め
、
前
任
者

に
月
2
回
来
て
い
た
だ
き
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
生
涯
学
習
事
業
と
し
て
星
空
観
察
会
を

月
2
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
答
】

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
申
出
が
あ
っ
た
際

に
は
、
宅
地
・
空
き
家
物
件
に
つ
い
て
宅
地
建

物
取
引
士
の
有
資
格

者
に
調
査
を
依
頼
し
、

１
件
あ
た
り
５
千
円

程
度
を
支
払
う
。

調
査
内
容
と
し
て

は
、
設
備
に
問
題
が

な
い
か
の
確
認
や
、

物
件
の
図
面
作
成
を

お
願
い
す
る
。

【
答
】

指
定
管
理
に
つ
い
は
、
５
カ
年
の
指

定
管
理
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
そ
の
期
間

の
う
ち
３
カ
年
に
つ
い
て
経
営
支
援
を
行
う

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
年
々
経
営

状
況
は
改
善
し
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
に
つ

い
て
は
、
６
月
の
決
算
状
況
を
確
認
し
た
う

え
で
、
改
め
て
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
答
】

令
和
７
年
度
の
利
用
は
２
団
体
（
村
内
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
、
学
園
野
球
部
）
の
利
用
で
、

当
初
予
算
で
は
見
直
し
を
行
い
芝
の
管
理
年
８
回
、

ト
イ
レ
月
２
回
と
し
減
額
し
た
。

うぶやま天文台

開業して３年が経過し

年々経営状況が改善さ

れているうぶマート
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令和７年度一般会計補正予算（第11号）

補正予算2,790万円が減額され、総額28億9,234万円に

〇主なものは、事業確定に伴い増額及び減額するもの。

〇議案第26号 産山村ほうれんそう学校の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

要旨 産山村ほうれんそう学校の農業用施設について償還が完了した3号、4号施設について利

用者に払下げするもの。

〇議案第27号 産山村有原野の貸付
要旨 本年3月末にて貸付期間が満了となる村有原野（山鹿字2100番地１の一部及び大利字古桑

野657番地１）の原野10haを今後10年間UBUYAMAPLACEと土地貸付契約を締結するもの。

令和８年第３回臨時会

令和8年第3回臨時会が3月30日に開催され、条例１議案、予算２議案、その他１議案の４議案

が審議され、全会一致で可決されました。

阿蘇広域行政事務組合 令和8年議会定例会報告

令和８年３月２４日に大阿蘇環境センター未来館において、阿蘇広域行政事務組合の定例会が

開催され、議会選出議員２名が出席しました。
なお、令和８年度の予算負担額は、下記のとおりです。

＊産山村の負担額は、前年比105.7％（510万円増加）

万円以下については、端数調整

令和７年度介護保険特別会計補正予算（第5号）

補正予算4万円が増額され、総額2億9,758万円に

〇主なものは、預金利子の増額及び保険給付費の内訳を変更するもの。

289,234,000

項 目 産山村負担金 阿蘇広域行政組合全体

一般管理 285万円 １億2,186万円

介護保険対策 97万円 3,446万円

障害支援対策 19万円 824万円

火葬事務 13万円 478万円

中部火災施設 246万円 2,530万円

環境総務 55万円 2,088万円

清掃施設 2,982万円 8億9,929万円

最終処分場 137万円 4,020万円

中部清掃 1万円 12万円

し尿処理施設 707万円 2億5,111万円

消 防 4,926万円 12億416万円

合 計 9,468万円 26億1,040万円



総務・文教・厚生常任委員会研修報告

西米良村で移住促進施策と鳥獣対策を視察研修

令和8年2月17日、宮崎県西米良村を訪問し、移住・定住対策に関する視察研修を行いました。同村では、日本で初め

てワーキングホリデー制度を導入し、移住促進に活用している取り組みについて説明を受けました。

また、当村の有害鳥獣対策として整備した加工施設を活用し、イノシシやシカの肉を使ったレトルト商品の製造・販

売や、処理肉の販売を行っていることも紹介されました。

82026（令和8年5月）産山議会だより

西米良村の概要

本村は宮崎県中央西部に位置し、人口984人（令和7年12月現在）の小規模な村です。総面積の約96％を森林が占め、

農林業を主産業として多様な農産物を生産しています。交通アクセスが限られていることから、広域行政組合には加入

せず、病院や消防などの行政サービスを村が独自に運営しています。

村役場は11課、職員約80名（会計年度任用職員を含め約170名）で構成され、村民の約2割が行政に携わっています。

視察研修の内容

1）ワーキングホリデー制度

交流人口の促進を目的として、西米良村では、参加者が村の農作業な

どを手伝いながら地域の皆さんと交流し、休暇を楽しむことができるユ

ニークな制度を導入しています。当初は中高齢者を対象としていました

が、実際には20代・30代の若い女性の参加が多く、そのまま村に魅力を

感じて移住される方もおられ、移住・定住の促進につながっているとの

ことでした。

2）交流人口から関係人口へ

〇LINEオープンチャット機能を活用し、関係人口を可視化

〇超長期的関係人口の創出を図るため、保育園留学をスタート

〇西米良村にはない、大学等との連携（宮崎大学、宮崎県立看護大学、

多摩大学、淑徳大学等）

3）移住・定住を促進するため「すまいる課」を設置

従来の行政の枠組みを超えた「旗振り役」となり各部署と連携

4）ジビエ振興対策

有害鳥獣（イノシシ、シカ）を地域資源として活用するため加工施設を

平成２５年から整備し雇用の創出や特産品の開発を行っている。

研修を終えて

小さな村だからと侮ってはいけない、人口も本村よりも少なく、村土の４％しか平地がない非常に環境の厳しい村
あなど

ではあるが、光っていた。村の予算規模は本村より大きく、且つ、１１課職員８０名（会計任用含め１７０名）。

県への人事交流派遣で、村に戻り、その知識をフル活用し国へと働きかけていた。本村が、取り組みを見送ったジビ

エ加工施設でさえ、最新設備を導入し、雇用創出し見事に運営している。

昔、全国で初めての取り組みを行った実績があるような村は、どの時代でも仕掛けているものと実感した。今回の

研修で、私の既成概念は脆かった。
もろ

西米良村の取組について各担当課

から説明

黒木西米良村長、上米良議長に歓迎

のご挨拶をいただきました。

イノシシやシカを加工した

レトルト商品 平成２５年に整備された加工施設
猟師が持ち込んだイノシシや

シカ肉を施設内にて調理加工
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【
議
員
】
集
落
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
、
建
物
の
劣
化
が
気
に
な
っ
た
。

教
育
委
員
会

玄
関
か
ら
2
階

へ
上
が
る
階
段
の
タ
イ
ル
剥
が
れ

や
ひ
び
割
れ
な
ど
、
利
用
す
る
者

に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
。

ま
た
、
展
示
物
の
配
置
も
含
め
、

村
の
「
顔
」
と
な
る
施
設
と
し
て

清
潔
で
整
っ
た
環
境
を
保
つ
べ
き

だ
と
考
え
る
。

観
光
施
設
に
は
多
額
の
投
資
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
公
共
施
設
の

劣
化
を
後
回
し
に
す
る
と
将
来
の

修
繕
費
が
増
大
す
る
た
め
、
早
め

の
対
処
を
お
願
い
し
た
い
。

【
教
育
長
】
集
落
セ
ン
タ
ー
は
多
く

の
方
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
毎
朝

一般質問

清
掃
を
行
い
清
潔
維
持
に
努
め
て

い
る
。
し
か
し
昭
和
52
年
建
築
で

あ
り
、
経
年
劣
化
に
よ
る
修
繕
が

必
要
な
箇
所
が
増
え
て
い
る
。

指
摘
の
階
段
タ
イ
ル
の
剥
が
れ

や
ひ
び
割
れ
も
確
認
し
て
い
る
。

【
事
務
局
長
】
こ
れ
ま
で
ト
イ
レ
の

洋
式
化
、
廊
下
や
大
会
議
室
の
改

修
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
を
進
め
て
き

た
。
階
段
に
つ
い
て
は
事
務
室
・

和
室
・
玄
関
の
改
修
と
併
せ
て
計

画
し
て
い
た
が
、
近
年
タ
イ
ル
の

剥
が
れ
や
ひ
び
割
れ
が
目
立
っ
て

い
る
。

修
繕
が
可
能
で
あ
れ
ば
令
和
8

年
度
の
修
繕
費
で
対
応
を
検
討
す

る
。
工
事
規
模
が
大
き
い
場
合
は

議
会
と
相
談
し
、
早
期
に
進
め
た

い
。
そ
の
他
の
老
朽
箇
所
に
つ
い

て
も
状
況
を
把
握
し
、
可
能
な
範

囲
で
早
め
の
対
応
に
努
め
た
い
。

【
議
員
】
公
民
館
の
利
用
規
約
に
つ
い
て

伺
う
。
利
用
申
請
は
誰
に
行
え
ば
よ
い

の
か
、
公
民
館
長
の
役
割
は
ど
こ
ま
で

か
、
規
約
書
が
あ
れ
ば
示
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
以
前
あ
っ
た
利
用
ノ
ー
ト
が
現

在
は
不
十
分
で
、
記
入
漏
れ
も
多
い
。

村
民
以
外
が
利
用
す
る
場
合
の
扱
い
も

確
認
し
た
い
。

さ
ら
に
、
冬
季
に
子
供
た
ち
が
遊
ぶ

場
所
が
な
い
た
め
、
公
民
館
和
室
を
利

用
す
る
際
は
誰
に
届
け
れ
ば
よ
い
の
か
。

外
壁
の
吹
付
や
雨
漏
り
修
繕
の
時
期

に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。
公
民
館
は
災

害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

利
用
率
に
関
係
な
く
維
持
管
理
を
徹
底

し
て
ほ
し
い
。

田
尻
地
区
公
民
館
の
、
桜
の
木
の
伐

採
が
3
月
中
に
完
了
す
る
か
確
認
し
た

い
。

【
事
務
局
長
】
公
民
館
の
利
用
規
定
は
条

例
と
規
則
に
基
づ
き
、
各
公
民
館
入
口

付
近
に
掲
示
し
て
い
る
。
利
用
申
請
は

公
民
館
長
ま
た
は
管
理
人
に
届
け
出
る

方
式
で
、
地
区
に
よ
り
運
用
が
異
な
る
。

公
民
館
長
は
運
営
と
管
理
を
担
っ
て

い
る
。
商
用
利
用
な
ど
特
別
な
場
合

は
教
育
委
員
会
へ
の
申
請
が
必
要
と

な
る
。
申
請
書
は
公
民
館
に
備
え
付

け
て
お
り
、
ノ
ー
ト
形
式
の
記
入
簿

も
設
置
し
て
い
る
が
、
管
理
方
法
に

つ
い
て
は
改
善
を
検
討
し
た
い
。

子
供
の
利
用
に
つ
い
て
は
「
開
放
」

と
い
う
制
度
は
な
く
、
保
護
者
が
申

請
し
た
う
え
で
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
安
全
面
か
ら
子
供
だ
け
の
利

用
は
認
め
て
い
な
い
。

鍵
は
公
民
館
長
ま
た
は
管
理
人
か

ら
借
り
る
形
と
な
る
。

外
壁
に
つ
い
て
は
、
雨
漏
り
修
繕

は
約
10
年
前
に
実
施
し
た
が
、
吹
付

の
時
期
は
確
認
中
で
後
日
回
答
す
る
。

公
民
館
は
築
40
年
以
上
が
経
過
し

て
お
り
、
他
地
区
も
含
め
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
優
先
順
位
を
つ

け
て
計
画
的
に
改
修
を
進
め
て
い
る
。

外
壁
塗
装
は
高
額
と
な
る
が
、
避
難

場
所
と
し
て
の
役
割
も
踏
ま
え
、
議

会
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

田
尻
地
区
公
民
館
の
桜
の
木
伐
採

は
昨
年
12
月
に
発
注
し
、
3
月
末
ま

で
の
工
期
で
進
め
て
お
り
、
予
定
ど

お
り
完
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

井 芳美議員

産
山
村
基
幹
セ
ン
タ
ー
の
老

朽
化
が
目
立
つ
た
め
改
修
す

べ
き
で
は

修
繕
化
可
能
で
あ
れ
ば
令
和

8
年
度
に
行
う

地
区
公
民
館
の
管
理
体
制
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

質問

公
民
館
長
が
運
営
を
担
っ
て
お

り
特
別
な
場
合
は
教
育
委
員
会

申
し
で
て
い
た
だ
い
て
い
る

回答

回答 質問
■

産
山
村
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

■

地
区
公
民
館

タイルが劣化で剥がれた集落セ

ンター２階への階段

田尻地区公

民館の外壁

塗装が剥が

れた外壁天

井
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井 春夫議員

【
議
員
】
遊
休
公
共
施
設
等
は
経
年
劣

化
が
進
み
、
ま
た
維
持
持
管
理
に
は

コ
ス
ト
が
か
か
り
、
そ
の
費
用
を
捻

出
す
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
維
持
を
困
難
に
す
る
可
能
性
が

あ
り
、
利
活
用
が
見
込
ま
れ
て
い
な

い
施
設
や
土
地
は
、
そ
の
ま
ま
放
置

す
る
こ
と
で
地
域
全
体
の
有
効
活
用

を
阻
害
し
て
い
る
。

一
部
遊
休
公
共
施
設
は
、
地
域
防

災
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、

十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。
村
内
遊
休
施
設
等
の
現
状
と

利
活
用
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
か
。

【
村
長
】
時
代
背
景
、
人
口
の
減
少
、

産
業
の
変
革
な
ど
を
含
め
て
施
設
利

用
が
、
年
々
減
少
し
、
現
状
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
な
い
施
設
の
有
効
活

用
ま
た
は
施
設
の
処
分
を
、
一
体
的

に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
議
員
】
利
用
頻
度
の
低
い
、
例
え
ば

地
区
公
民
館
な
ど
は
当
然
防
災
施
設

と
し
て
は
維
持
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
今
推
進
し
て
い
る

「
う
ぶ
や
ま
遊
学
」
セ
ン
タ
ー
方
式

の
施
設
と
し
て
の
活
用
や
、
ツ
ア
ー

客
等
を
対
象
と
し
た
宿
泊
施
設
、
住

民
健
康
維
持
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
等
と

し
て
、
民
間
活
用
を
含
め
て
、
今
後

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
村
長
】
指
摘
の
と
お
り
、
た
だ
単
に

住
民
だ
け
の
利
用
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
多
用
途
に
利
用
で
き
る
施
設

と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
こ
と
も
、

重
要
だ
と
思
う
。
今
後
の
空
き
家
対

策
等
も
含
め
、
計
画
に
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
。

【
議
員
】
遊
休
施
設
等
の
効
果
的
な
利

活
用
の
検
討
や
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
地
域
住
民

の
意
見
を
十
分
に
取
り
入
れ
て
、
早

急
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

地
域
住
民
と
の
共
同
で
の
協
力
隊

が
活
躍
で
き
る
場
も
検
討
し
て
行
き

た
い
。

任
期
後
の
定
住
は
地
域
住
民
と
の

信
頼
関
係
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
り
、

隊
員
が
地
域
の
暮
ら
し
に
溶
け
込
ん

で
定
住
に
繋
が
る
よ
う
、
地
元
と
の

関
係
構
築
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
は
さ
ら
に
地
域
協
力
活
動
と

同
じ
よ
う
に
国
の
支
援
を
受
け
ら
れ

る
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
や
集
落
支
援
制
度
な
ど
、
任
期
後

も
地
域
で
活
動
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

こ
れ
ら
の
制
度
の
活
用
も
今
後
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
産
山
村
の
可
能
性
を
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
力
を
借
り
、
地
域

活
性
化
へ
の
貢
献
と
、
定
住
に
よ
る

継
続
的
な
地
域
の
関
り
に
よ
っ
て
、

よ
り
良
い
村
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、

早
急
に
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
議
員
】
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
中

山
間
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え

る
人
材
と
し
て
大
き
く
役
立
っ
て
い

る
が
、
今
後
、
隊
員
の
募
集
や
隊
員

と
の
連
携
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

【
村
長
】
今
年
度
か
ら
通
年
募
集
に
切

り
替
え
て
お
り
、
村
の
課
題
、
ま
た

受
入
れ
の
体
制
な
ど
を
整
備
し
な
が

ら
、
募
集
す
る
職
種
等
に
つ
い
て
も
、

そ
の
都
度
、
検
討
し
な
が
ら
募
集
を

行
っ
て
い
る
。

【
企
画
振
興
課
長
】
任
期
中
の
活
動
の

中
で
将
来
の
起
業
・
定
住
に
繋
が
る

取
組
を
支
援
す
る
活
動
費
等
補
助
金

と
し
て
、
観
光
体
験
業
務
に
活
か
せ

る
資
格
の
取
得
や
専
門
資
格
の
取
得

及
び
起
業
準
備
、
菓
子
等
の
商
品
開

発
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
の
方
に

合
わ
せ
た
起
業
準
備
に
向
け
て
、
幅

広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

遊
休
公
共
施
設
等
の
利
活
用
を

今
後
ど
の
よ
う
に
取
組
む
か

質問

施
設
の
一
体
的
な
活
用
や
施
設

の
処
分
を
検
討
す
る

回答

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
募
集

を
今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

質問

通
年
募
集
を
行
い
職
種
等
に
つ

い
て
そ
の
都
度
、
検
討
し
募
集

を
お
こ
な
う

回答

■

遊
休
公
共
施
設
等
の
活
用

■

地
域
お
こ
し
協
力
隊

写真は、地域おこし協力隊の農業体験ツアー
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【
議
員
】
ダ
ム
の
堤
体
の
天
端
道
路
を

一
般
開
放
す
る
こ
と
は
可
能
か
？

【
村
長
】
原
則
、
一
般
開
放
は
難
し
い
。

財
産
管
理
者
で
あ
る
九
州
農
政
局

に
確
認
し
た
結
果
、
農
業
用
と
し
て

建
設
、
運
営
さ
れ
て
い
る
事
、
一
般

車
の
立
入
り
を
想
定
し
た
施
設
の
整

備
を
し
て
い
な
い
事
、
ま
た
、
転
落

防
止
柵
な
ど
の
安
全
設
備
が
十
分
で

な
い
こ
と
、
不
慮
の
事
故
等
の
防
止

の
観
点
か
ら
、
天
端
等
の
管
理
用
道

路
の
一
般
開
放
、
ま
た
は
自
動
車
等

の
通
行
等
原
則
、
禁
止
と
い
う
こ
と

で
す
、
例
外
と
し
て
、
学
校
の
社
会

見
学
を
希
望
す
る
場
合
は
、
常
駐
し

て
い
る
大
野
川
上
流
施
設
維
持
管
理

協
議
会
を
経
由
し
て
、
事
前
申
請
を

行
っ
て
頂
く
こ
と
で
対
応
が
可
能
だ

と
聞
い
て
い
る
。

城本 俊成議員

【
議
員
】
村
誌
１
刊
発
行
か
ら
38
年
経

過
、
記
憶
を
記
録
し
て
い
く
作
業
の

準
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】
村
誌
第
１
刊
を
発
刊
す
る

に
あ
た
り
、
当
時
、
非
常
に
困
難
な

作
業
を
伴
う
中
で
編
さ
ん
が
進
め
ら

れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
昭
和
63
年
6

月
以
降
を
対
象
と
し
て
、
主
に
平
成

期
の
歩
み
を
取
り
ま
と
め
る
内
容
に

な
る
も
の
と
考
え
る
。

村
誌
第
2
刊
編
さ
ん
室
設
置
を
視

野
に
、
初
動
か
ら
完
了
の
編
さ
ん
期

間
を
含
め
た
、
全
体
的
な
計
画
の
素

案
を
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
。
関
係

資
料
の
掘
り
起
こ
し
・
収
集
・
デ
ー

資
料
の
掘
り
起
こ
し
、
デ
ジ
タ
ル
化

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
最
初
の
と

り
か
か
り
を
ま
ず
は
や
っ
て
い
き
た

い
。

【
議
員
】
き
ら
り
と
光
る
自
治
体
や

人
口
増
加
し
続
け
る
村
が
あ
る
、

交
流
や
若
手
職
員
の
１
週
間
程
度

の
派
遣
等
、
意
識
改
革
や
刺
激
の

必
要
は
な
い
か

【
村
長
】
若
手
職
員
の
派
遣
・
意
識

改
革
、
刺
激
の
あ
る
人
材
育
成
、

取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】
光
る
自
治
体
の
短
時
間
の

視
察
で
は
，
分
か
ら
な
い
部
分
を
、

１
週
間
ほ
ど
派
遣
し
て
研
究
す
る
。

若
手
職
員
の
意
識
改
革
・
刺
激

を
与
え
る
。
根
底
は
、
新
村
長
の

職
員
教
育
の
考
え
方
を
尋
ね
る
。

【
村
長
】
地
域
の
特
色
を
生
か
し
な

が
ら
村
を
発
展
さ
せ
る
の
が
、
私

の
役
目
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

一
方
、
若
手
職
員
の
育
成
・
採

用
も
課
題
で
あ
る
。
他
自
治
体
の

取
り
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

大
蘇
ダ
ム
提
体
の
一
般
開
放
は

で
き
な
い
も
の
か

質問

一
般
開
放
は
難
し
い

回答

産
山
ら
し
さ
を
打
ち
出
し
差
別
化

を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

県
と
の
人
事
交
流
を
行
っ
て
い

る
が
専
門
性
は
高
ま
る
が
、
規
模

感
が
違
い
す
ぎ
る
事
で
身
近
な
施

策
の
勉
強
も
必
要
と
考
え
る
。

7
市
町
村
間
で
の
人
事
交
流
の

検
討
や
連
携
型
事
業
も
考
え
ら
れ
、

他
市
町
村
と
協
力
し
な
が
ら
人
事

交
流
し
て
若
手
職
員
の
育
成
も
一

つ
の
方
法
と
考
え
る
。

■

大
蘇
ダ
ム

■

村
誌
第
２
刊
の
準
備

村
の
記
憶
を
残
す
た
め
村
誌
第

２
刊
の
準
備
を
し
て
は

最
初
の
取
り
か
か
り
を
進
め
る

回答 質問

■

他
自
治
体
と
の
交
流

若
手
職
員
育
成
の
た
め
他
町

村
へ
の
派
遣
を
考
え
て
は

職
員
の
派
遣
や
意
識
改
革
を

進
め
る

質問回答

昭和６３年に発行

された村誌



西村 直樹

議員

学
生
も
使
い
や
す
い
公
共
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
を

質問

将
来
的
に
い
ろ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
が
出
来
る
よ
う
に
取
組
む

回答【
議
員
】
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、

利
用
者
の
減
少
か
ら
令
和
６
年
９
月
に
九
州

産
交
バ
ス
が
撤
退
を
し
、
廃
止
と
な
っ
た
。

今
後
、
自
家
用
車
の
依
存
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
現
状
だ
と
思
う
。

ま
た
、
高
齢
者
の
免
許
証
返
納
が
、
今
後

増
え
て
い
く
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。
そ
れ

に
伴
い
、
令
和
６
年
10
月
よ
り
、
産
山
乗
合

バ
ス
実
証
運
行
を
開
始
し
、
昨
年
も
、
継
続

し
て
行
わ
れ
た
。
全
員
協
議
会
で
も
説
明
が

あ
っ
た
よ
う
に
、
利
用
者
数
は
月
に
５
０
０

名
程
度
、
１
日
平
均
20
数
名
と
い
う
説
明
を

受
け
た
。

そ
こ
で
現
在
、
高
校
に
通
っ
て
い
る
保
護

者
は
、
駅
や
学
校
ま
で
自
家
用
車
で
送
迎
し

て
い
る
の
が
現
状
だ
と
思
う
が
、
産
山
は
農

家
の
方
が
多
く
朝
１
時
間
、
夕
方
１
時
間
を

送
迎
に
取
ら
れ
る
と
農
業
に
支
障
が
出
る
と

思
っ
て
い
る
。

農
業
だ
け
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
方
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
も
そ
う
で
あ
る
が
今
後
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
よ
り
高
校
や
駅
ま
で
送
れ

る
よ
う
な
計
画
を
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
。
せ
っ
か
く
、
高
校
生
の
が
ん
ば
れ
助
成

金
を
助
成
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
併
用
し

な
が
ら
、
今
後
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
に
入

れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

【
村
長
】
村
で
は
、
以
前
か
ら
阿
蘇
ま
で
産
交

バ
ス
に
よ
る
通
学
を
し
て
い
た
と
認
識
を
し

て
い
る
。
そ
の
と
き
は
、
産
交
バ
ス
が
、
朝
、

午
前
７
時
に
村
に
来
て
、
午
前
８
時
頃
に
は

阿
蘇
の
高
校
に
行
け
た
。
帰
り
も
遅
い
便
が

午
後
７
時
ぐ
ら
い
に
着
く
便
だ
っ
た
と
思
う
。

そ
し
て
、
２
年
前
に
産
交
バ
ス
が
完
全
撤

退
を
さ
れ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今
、
地

域
交
通
と
い
う
形
で
国
土
交
通
省
の
助
成
を

得
な
が
ら
、
実
証
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
今
、
地
域
住
民
の

方
々
に
は
だ
い
ぶ
定
着
し
、
質
問
の
中
で
も

あ
っ
た
よ
う
に
、
月
に
５
０
０
人
程
度
、
毎

日
20
人
か
ら
30
人
近
く
が
診
療
所
や
温
泉
な

ど
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
は
阿

蘇
市
、
竹
田
市
へ
の
買
い
物
、
こ
う
い
っ
た

も
の
に
も
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
予
約
に
関
し
て
も
５
割
強
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
で
、
本
人
が
予
約
を
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、
指

摘
の
よ
う
に
、
朝
夕
の
早
い
時
間
が
な
か
な

か
上
手
く
利
用
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
し
て
、
今
、
取
り
組

ん
で
い
る
実
証
の
中
で
、
将
来
的
に
は
、
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
朝
夕
の
運
行
も
可
能
に
す

る
。そ

の
た
め
に
は
、
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と

し
て
の
認
可
を
取
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、

今
年
の
10
月
か
ら
は
、
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
認
可
を
受
け
て
本
格
運
用
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

将
来
的
に
高
校
生
等
も
通
学
で
利
用
で
き

る
よ
う
、
最
大
限
い
ろ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
に
努
め
て
い
き
た
い
。

た
だ
、
ど
う
し
て
も
運
行
に
は
運
行
経
費

が
か
か
る
た
め
、
利
用
経
費
も
含
め
て
、
持

続
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
旦
始
め
た
ら
、

「
採
算
が
合
わ
な
い
か
ら
止
め
ま
し
た
」
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
今
後
、
運

行
計
画
を
含
め
て
、
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
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■

地
域
交
通
に
つ
い
て

公共ライドシェアとは

公共ライドシェアは「自家用有償旅客運送」の愛称

で、市町村やNPOなどの公共的主体が、自家用車を使っ

て住民や観光客を有償で運ぶ制度のことです。

公共ライドシェアは、次のような地域課題を解決す

るために導入されます。

1）交通空白地（バス・タクシーがほぼ無い地域）

2）高齢化が進み、移動が困難な住民が多い地域

3）観光地などで既存交通が不足している場合（一部）



【
議
員
】
熊
本
県
内
の
杉
材
価
格
は
高

水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
間
伐
や
皆

伐
、
森
林
更
新
を
進
め
る
に
は
良
い

時
期
だ
と
考
え
ま
す
。

村
有
林
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

【
総
務
課
長
】
村
有
林
は
総
面
積
約
１

４
４
．
８
ha
で
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・

ク
ヌ
ギ
な
ど
が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

樹
齢
は
最
長
97
年
で
、
多
く
が
50
年

伐
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ス
ギ
は
35

～
50
年
、
ヒ
ノ
キ
は
45
～
60
年
が
標

準
伐
期
と
さ
れ
、
村
有
林
の
多
く
が

伐
期
に
達
し
て
い
る
状
況
で
す
。
今

後
は
主
伐
を
中
心
に
施
業
し
、
新
た

な
植
栽
に
よ
る
森
林
更
新
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鈴木 健士議員

分
収
林
に
つ
い
て
は
権
利
者
と
協

議
し
な
が
ら
伐
採
計
画
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
森
林
組
合
の
施
業
班
は
高

齢
化
や
依
頼
集
中
に
よ
り
、
１
年
以

上
の
待
ち
が
生
じ
て
い
ま
す
。
状
況

が
続
く
場
合
は
、
森
林
計
画
の
見
直

し
に
よ
り
、
森
林
組
合
以
外
の
事
業

者
へ
の
施
業
依
頼
や
、
間
伐
補
助
金

の
対
象
拡
大
な
ど
制
度
改
正
の
要
望

も
検
討
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
村
独
自

の
林
業
振
興
補
助
金
の
活
用
を
促
し
、

林
業
従
事
者
の
育
成
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

【
議
員
】
今
後
、
村
の
財
政
が
厳
し
く

な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
計
画
的

な
森
林
更
新
は
将
来
的
な
収
入
確
保

に
つ
な
が
り
、
夏
場
の
雇
用
創
出
に

も
寄
与
し
ま
す
。
制
約
は
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
積
極
的
な
対
応
を
求
め

ま
す
。

【
議
員
】
昨
年
購
入
し
た
跡
地
に
つ
い

て
、
健
康
器
具
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ン
を
備
え
た
健
康
増
進
施
設
の
設

置
を
し
て
は
い
か
が
か
。

【
村
長
】
筑
紫
商
店
跡
地
は
村
民
の
憩

い
の
場
や
観
光
拠
点
な
ど
、
多
様
な

可
能
性
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
役
場

や
診
療
所
に
隣
接
す
る
立
地
を
踏
ま

え
る
と
、
相
談
支
援
や
交
流
を
一
体

的
に
提
供
で
き
る
場
と
す
る
こ
と
が

住
民
の
安
心
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
運
営
に
つ
い
て
は
、
安
全

で
地
域
に
寄
り
添
っ
た
形
が
望
ま
し

く
、
現
時
点
で
は
社
会
福
祉
協
議
会

を
中
心
と
し
た
運
営
が
適
当
と
検
討

し
て
い
ま
す
。
施
設
は
老
朽
化
し
て

お
り
、
村
単
独
で
の
整
備
は
難
し
い

た
め
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
令
和

８
年
度
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
利

用
で
き
る
地
域
福
祉
の
拠
点
を
目
指

し
ま
す
。

【
議
員
】
幅
広
い
世
代
が
利
用
で
き
、

交
流
の
場
と
し
て
村
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
施
策
に
な
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。
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村
有
林
の
適
正
更
新
を

質問

今
後
は
主
伐
を
中
心
に
施
業
し

森
林
更
新
を
行
う

回答

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
と
し
て
整

備
し
て
は

質問

村
民
の
相
談
支
援
や
交
流
の
場

と
し
て
整
備
す
る

回答

■

村
有
林
の
適
正
管
理

■

役
場
駐
車
場
横
（
旧
筑
紫
商

店
）
の
活
用
に
つ
い
て

村民に寄り添った施設として改装を検討している筑紫商店跡地

産山村村有林面積

関係者 面 積

産山村直営林 82.3ha

産山村直営分収林 62.5ha

産山村直営分収林合計 144.8ha

産山区造林組合分収林 19.7ha

田尻地区分収林 32.1ha

山鹿区分収林 28.4ha

大利区造林組合分収林 10.5ha

片俣区分収林 3.7ha

分収林合計 94.4ha

総合計 239.2ha

直
営
林

分
収
林



主 な 議 会 活 動
月 日 内 容 場 所 参加者

2月16日 熊本県市町村総合事務組合議会定例会 熊本市 議 長

2月17日～１８日 総務文教厚生常任委員会宮崎県西米良村視察 西米良村 総務文教厚生常任委員

2月20日 熊本県町村議長会定期総会 熊本市 総務文教厚生委員

2月25日 例月監査 産山村 監査委員

2月26日 議会運営委員会 産山村 議会運営委員

3月2日 第2回全員協議会 産山村 議員全員

3月6日～13日 令和8年第2回（3月）定例会 産山村 議員全員

3月7日 産山学園卒業式 産山村 議員全員

3月17日 産山村社会福祉協議会理事会 産山村 正副議長・監査委員

3月19日 阿蘇デザインセンター理事会 阿蘇市 議 長

3月21日 うぶやま保育園卒園式 産山村 副議長・総務文教厚生委員長

3月24日 阿蘇広域行政組合第1回定例会 阿蘇市 広域議員

3月25日 例月監査 産山村 監査委員

3月26日 産山村社会福祉協議会評議委員会 産山村 副議長

3月27日 監査委員研修会及び第33回定期総会 熊本市 監査委員

3月28日 阿蘇北部3町村議長会国政・県政報告会 南小国町 議員全員

3月30日 第3回臨時会及び第3回全員協議会会 産山村 議員全員

4月6日 うぶやま保育園入園式 産山村 議長・総務文教厚生副委長

4月9日 産山学園入学式 産山村 議員全員

4月10日 熊本県町村議長会正副会長会 熊本市 議 長

4月14日 阿蘇市町村議長会・阿蘇郡町村議長会総会 阿蘇市 議 長

4月16日
熊本地震十年犠牲者合同追悼式

中九州地域高規格道路推進期成会監査

熊本市

合志市
議 長

4月17日 広報特別委員会 産山村 広報委員

4月21日 熊本県町村議長会理事による県知事・県議会要望 熊本市 議 長

4月28日 例月監査 産山村 監査委員

4月30日 子供ヘルパー任命式 産山村 議 長

広報特別委員会

委員長 岩下 徳行

副委員長 城本 俊成

委 員 井 芳美

委 員 鈴木 健士

発行責任者 議長 西澤 正

編 集 広報特別委員会

発 行 産山村議会

熊本県阿蘇郡産山村山鹿488番地3
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編集後記

新緑の季節となりましたが、皆さまいかがお過ごしでしょうか。

３月定例会において、令和８年度当初予算が可決されました。

いよいよ新村長（井雄一郎氏）の政策が始まります。議会としま

しても意見や提案をしながら共に村づくりを進めていきます。

さて、私たち議員の任期も早いものであと１年となりました。

議会広報委員としても残りの任期を初心に帰り、分かりやすく親し

みやすい紙面づくりに努めてまいります。ご意見やご感想をお寄せ

いただければ幸いです。


